
第５章 研究評価委員会の講評 

 
１．土木研究所研究評価委員会の講評 

第２章に示した土木研究所研究評価分科会での評価結果とこれに対する土木研究所の対応を

踏まえ、平成２１年６月２６日に土木研究所評価委員会を開催し、重点プロジェクト研究につい

て最終評価を行った。研究評価委員会における講評は以下の通りである。なお、審議の詳細につ

いては本書の巻末参考資料に議事録として示すとおりである。 

 
平成 21 年度 土木研究所研究評価委員会 全体講評 
 
重点プロジェクト研究の個別課題について各分科会の評価結果の報告を確認し、承認し

た。重点プロジェクト研究及び研究活動全般については順調に進捗している。本委員会、

各分科会の評価、議論を踏まえて引き続き研究を進めて欲しい。 
その他、評価委員会としての助言を、以下にとりまとめた。 

 
国際性 

１．国際性については協力・援助という“協調”と海外との“競争”の二つの視点があ

る。この視点から国際性について土研の方向性をもう少し明確にして欲しい。ＩＣ

ＨＡＲＭの活動のように、国際性の視点を持った研究が重要である。 
２．土研は誰を競争相手にしていくのか。大学や民間ではなく海外の研究機関ではない

か。競争相手を明確にした研究を進めてはどうか。 
３．研究テーマがグローバル化する中、土研の役割として、途上国の人材育成の観点か

ら、研究と人材育成をどのように結びつけていくのかを一層考える必要がある。 
 
土研の存在感 

４．成果がどれだけ認知されているか等、土研の存在感を高める努力が必要で、このた

めの取り組みを一層進めるべきである。理念にまとめられたように学術団体、現場、

地域からも評価、信頼される研究が重要である。 
５．先導性という観点から、ランブルストリップスの例のように、自分たちで考え、開

発し、それが全国に使われる、この展開が重要である。 
 
研究の方向性と研究マネジメント 

６．納税者のための研究という位置付けで国民にアピールし、理解していただくことが

非常に重要である。 
７．土研の研究の今後の展開としては、土研にしかできない大規模な研究、総力結集型

の研究テーマに取り組んで欲しい。個々の研究テーマは重要と思うが、各研究のつ



ながりを分かるようにして総合化や集中化し、最後の全体目標が見えるようにして

欲しい。 
８．土研、民間、大学の役割を踏まえ、互いの連携や連帯により、日本全体として研究

を進めるということが大事で、土研にはその研究全体のマネジメントを期待した

い。 
９．施策や政策も含めて土研の研究の位置付けを常に確認し、テーマを機動的に見直す

ことも必要である 
 
 

２．土木研究所の対応 

 土木研究所研究評価委員会において了解された分科会評価結果とこれに対する土木研究所の

対応、および評価委員会からの講評をもとに、今後提案した実施計画に従って鋭意研究を進め、

実施計画書に掲げた達成目標の実現を目指していきたい。 

 


